
設定ガイド

はじめにお読みください

このたびは、「AQUOS L SHV37」（以下、「本製品」と表記します）
をお買い上げいただき、誠にありがとうございました。
本書では、本製品をお使いになるための設定とご利用上の注意点を
記載しております。
※ 本書の表記方法については、『取扱説明書』をご参照ください。
※ 本書に記載されている社名および製品名は、各社の商標または登録商
標です。

※ 本文中で使用している携帯電話のイラスト・画面はイメージです。実
際の製品と違う場合があります。
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基本操作
各部の名称や基本操作を説明しています。
初期設定
■ STEP１：言語の設定
本製品で使用する言語を設定します。
■ STEP２：Wi-Fi®接続／端末が増えた場合の設定
家庭内で構築した無線LAN（Wi-Fi®）環境や、外出先の公衆無線LAN
環境を利用して、インターネットサービスに接続できます。
タップ＆ゴーに対応した端末から本製品へGoogle™アカウントなど
の引き継ぎができます。
■ STEP３：Googleアカウントの設定
Google社のアプリケーションを利用するためにGoogleアカウント
を設定します。
UQ mobileメールの設定をする
CosmoSiaでEメールやSMSを利用する設定を行います。
電話をかける・受ける
電話の発信・着信ができます。
データ引継、バックアップ
データを引き継ぎ／バックアップできます。
電池消耗を軽減する
「機能ボタン」から機能の設定を切り替えることで電池の消耗を抑え
ることができます。

濡れた状態での充電は、
異常な発熱・焼損などの
原因となり大変危険です。

■ タッチパネルの使いかた

■ 画面ロック解除
「 」を上にスライドすると画面ロックを解除できます。
● 画面ロックにパスワードなどを設定している場合は が表示されます。

■ 画面点灯
画面消灯中、本製品を持ち上げて静止したときに、画面が点灯します（持つと画面点灯）。
※ お買い上げ時、この機能は有効になっています。
ただし次の場合などでは、点灯しないことがあります。
• 本製品を持ったまま動いている（歩行中や乗車中などの）場合
• 持ち上げる前やその後に本製品を動かし続けている場合
• 垂直または水平に持ち上げた場合

■ 文字入力方法
フリック入力やキーを繰り返しタップして文字入力ができます。
入力する文字の種類を切り替えるには、「 」をタップします。

フリック入力
キーに触れると、右の画面のようにフリック入力で入力できる候補が表示されます。
入力したい文字が表示されている方向にフリックすると、文字入力エリアに文字が入力されます。

■ アプリの権限を設定
本製品の機能や情報にアクセスするアプリ／機能を初めて起動すると、アクセス権限の許可をリクエストする確認画面が表示されます。
確認画面が表示された場合は、表示内容をよくご確認のうえ、画面の指示に従って操作してください。
● アプリ／機能によっては、許可についての説明画面が表示される場合があります。また、確認画面が複数回表示される場合や、表示が異な
る場合があります。表示内容をよくご確認のうえ、画面に従って操作してください。
許可をしないとアプリ／機能を起動できない場合や、機能の利用が制限される場合があります。

● 本書では、確認画面の表示の記載については省略している場合があります。

ご利用にあたって
● 本製品の電池は内蔵されており、お客様による取り外しはできません。
● 強制的に電源を切るには、fを8秒以上長押ししてください（バイブレータが振動した後、手を離すと電源が切れます）。

基本操作

タップ／ダブルタップ
画面に軽く触れて、すぐに指を離します。
また、2回連続で同じ位置をタップする操
作をダブルタップと呼びます。

ロングタッチ
項目などに指を触れた状態を保ちます。

スライド／スワイプ／ドラッグ
画面や項目などに軽く触れたまま、
目的の方向や位置へなぞります。

フリック
画面に触れて、すばやく上下左右に
はらうように操作します。

ピンチ
2本の指で画面に触れたまま指を
開いたり（ピンチアウト）、閉じた
り（ピンチイン）します。

直接指で触れて操作します。

タップすると1つ前の画面に戻ります。

タップするとホーム画面を表示します。

タップするとアプリ使用履歴画面を表示します。
ロングタッチするとステータスパネルを表示します。

長押しして電源をONにします。
電源がONのときに長押し→［電源を切る］で電源をOFFにします。

（̂戻るキー）

$（アプリ使用履歴キー）

#（ホームキー）

f（電源キー）

ディスプレイ

《文字入力画面（12キー）》

初めて本製品の電源を入れたときは、自動的にGoogleの初期設定画面が表示されます。画面の指示に従って、各機能の設定を行います。

■ STEP１：言語の設定
●ホーム画面に「アプリシート」を表示→［設定］→［言語と入力］→［言語］と操作しても設定できます。

■ STEP２：Wi-Fi®接続／端末が増えた場合の設定
ここではWi-Fi®接続と端末が増えた場合の設定をスキップする手順を説明しています。端末が増えた場合の設定を利用すると、タップ＆
ゴー機能に対応したAndroid™端末から本製品にGoogleアカウントやデータなどをコピーできます。
● ホーム画面に「アプリシート」を表示→［設定］→［Wi-Fi］→「OFF」をタップして「ON」に切り替えてもWi-Fi®接続の設定ができます。

※ タップ＆ゴーを利用する場合は、「別の端末からGoogleアカウント、アプリ、データをコピーする」を選択し画面の指示に従って操作してください。

■ STEP３：Googleアカウントの設定
Googleアカウントの設定を行うと、「Play ストア」などのGoogle社のアプリケーションを利用できます。Googleアカウントを設定しない
場合でも本製品をお使いになれますが、アプリケーションによってはご利用になれないものもあります。
主な設定項目は次の通りです。

● Googleアカウントのセットアップ画面は、Googleアカウントが必要なアプリケーションを初めて起動したときなどにも表示されます。
● 操作する条件によっては、下記以外の画面が表示される場合があります。

※1 すでにGoogleアカウントをお持ちの場合は、メールアドレスを入力してください。
※2 Google Play™で利用するお支払い情報の設定をする場合は、画面の指示に従って操作してください。
※3 Googleアカウントのメールアドレス、Eメール（@uqmobile.jp）以外のメールアドレスを利用する場合は、画面の指示に従って操作してください。
※4 画面ロックを設定する場合は、チェックボックスを有効にし画面の指示に従って操作してください。
※5 Google Now™を利用する場合は、「使ってみる」を選択してください。

初期設定

1

言語を選択→ ［ ］

1 2 3

z z

［スキップ］ ［無視してスキップ］ ［コピーしない］※→［次へ］

ユーザー名 お客様のGoogleアカウント（ユーザーID）、および、メールアドレスとなる任意の文字列を登録します。お好きなユーザー名
を登録できますが、他のユーザーと重複するユーザー名は設定できません。

パスワード Googleアカウントを利用する際のパスワードを登録します。

1 2 3 4

z z z z

［または新しいアカウントを
作成］※1

お客様の「姓」、「名」
を入力→［次へ］

基本情報を入力→［次へ］ ユーザー名を入力→［次へ］

5 6 7 8

z z z z

パスワードを入力→
［次へ］

再設定用の電話番号を
確認→［次へ］

電話番号を確認→［確認］ 内容を確認→［同意する］

9 10 11 12

z z z z

［次へ］ Googleサービスの内容を
確認→［次へ］

「スキップ」※2を選択→
［次へ］

「後で」※3を選択→［次へ］

13 14 15

z z

チェックボックスを無効に
する※4→［スキップ］

［無視してスキップ］ 「スキップ」※5を選択→
［次へ］
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本製品にEメールのアドレスを設定します。また、SMSを利用するアプリの設定をCosmoSiaに変更します。
● UQ mobileメールサービスの申し込みが必要です。

※1 インストールが完了している場合は、CosmoSiaメニュー画面が表示されます。
※2 使用許諾契約画面が表示された場合は、画面に従って操作してください。
※3 メールサーバーとの通信を開始します。
※4 メールアドレス変更をする場合は本画面から実施してください。
※5 メールの送受信方法などはアプリのヘルプを参照してください。

● メール画面とSMS画面の表示切り替えができます。

● 通話に関する設定や着信時の画面、着信中・通話中の操作などによって、着信中や通話中の画面が異なる場合があります。

■ 電話番号を入力して発信する

■ 着信履歴／発信履歴から発信する

■ 電話帳から発信する

■ 応答する

■ 通話中に保留する
保留中は、通話先にガイダンスが流れます。

microSD™メモリカードを使って、これまでお使いの端末から本製品にデータを引き継ぐことができます。また、microSD™メモリカード
やパソコンなどの外部記録媒体へ本製品のデータをバックアップすることもできます。

● microSD™メモリカードを利用してデータ引継、バックアップを行う場合は、あらかじめmicroSD™メモリカードを本製品に装着して
おいてください。

● 引き継ぎできるデータはこれまでお使いの端末によって異なります。引き継ぎできるデータおよびmicroSD™メモリカードへの引き継
ぎ方法については、これまでお使いの端末の取扱説明書をご確認ください。

● これまでお使いの端末で保存していた、著作権付きのデータについては、本製品への引き継ぎができません。
● アプリケーションは、ご購入時と同じGoogleアカウントをご利用いただくことで、通信料のみで再ダウンロードできます。

■ データ引継
●データ引継時に表示される画面の内容や数は引き継ぐデータによって異なります。

※1 これまでお使いのスマートフォンがBluetooth®対応の場合は、Bluetooth®機能を利用して電話帳データを取り込むこともできます。
※2 お買い上げ時のセキュリティキーは「1234」に設定されています。

■ データバックアップ
大切なデータを守るため電話帳などは定期的にmicroSD™メモリカードやパソコンなどの外部記録媒体にデータをバックアップして
ください。

● 本体に保存したデータについては、コンテンツマネージャーやUSB接続などを利用してmicroSD™メモリカードやパソコンに移動／
コピーしてください。

● データバックアップ時に表示される画面の内容や数はバックアップするデータによって異なります。

※ お買い上げ時のセキュリティキーは「1234」に設定されています。

ステータスパネルの「機能ボタン」を利用して、機能の有効／無効などを設定できます。機能を利用しないときなど、設定をこまめに切り替え
ることで電池の消耗を抑えることができます。有効に設定した機能は白色で表示されます。

●「長エネスイッチ」を利用して電池の消耗を抑えることもできます。
ホーム画面に「アプリシート」を表示→［設定］→［省エネ＆バッテリー］→［長エネスイッチ］→「OFF」をタップして「ON」に切り替え

UQ mobileメールの設定をする

1 2 3 4

z z z z

ホーム画面→［ ］※1 Google Play画面で［更新］
→［開く］※2

［UQ mobile メール］ ［許可］※3

5 6 7

z z

メール設定が完了すると
本画面※4が表示されます。

［ ］

［はい］ メール画面※5が表示されます。

メール画面で「 」をタップ
するとSMS画面へ遷移します。

SMS画面で「 」をタップ
するとメール画面へ遷移します。

電話をかける・受ける

1 2

z

ホーム画面→［ ］ 電話番号を入力→［発信］

1 2 3

z z

ホーム画面→［ ］ ［着信履歴］／［発信履歴］ 電話をかけたい相手の
「 」をタップ

1 2 3 4

z z z

ホーム画面→［ ］ ［電話帳］ 電話をかけたい相手を選択 ［ ］

1 2 3

z z

着信中に「応答」を
下にスライド

通話が開始されます。 電話を切る場合は、
「通話終了」をタップ

バックライト点灯中（ロック画面表示中を除く）に着信があった場合は、左の画面が表示されます。
「応答」をタップしてください。

1 2 3

z z

通話中に「保留」をタップ 保留が開始され、通話先に
ガイダンスが流れます。

電話に出る場合は、
「保留解除」をタップ

データ引継、バックアップ

1 2 3 4

z z z z

ホーム画面に「アプリシート」
を表示→［設定］

［バックアップとリセット］→
［データ引継］→
［データ取り込み］

［取り込む］※1 ロックを解除※2

5 6 7 8

z z z

すべて読み込む場合は、
「全選択」をタップ

［追加登録］／
［削除して登録］

確認画面やアカウント選択
画面などが表示された場合は、

画面に従って操作

終了後、「完了」をタップ

1 2 3 4

z z z z

ホーム画面に「アプリシート」
を表示→［設定］

［バックアップとリセット］→
［データ引継］→

［microSDにデータ保存］

ロックを解除※ すべて保存する場合は、
「全選択」をタップ

5 6 7

z z

確認画面やアカウント選択
画面などが表示された
場合は、画面に従って操作

［保存］→［はい］ 終了後、「完了」をタップ

電池消耗を軽減する

1 2

z

ステータスバーを
2本の指で下に
スライド

「機能ボタン」で設定を
切り替える機能をタップ
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